
 

 

2024～2025年度 R Iテーマ 

【第1639回例会次第（2025年3月第2回）】 

No．1598 

RI会長 ステファニーA.アーチック (米国ペンシルバニア州) 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ 榊原敬(岡山南RC） 

      会長：中津尾直己 幹事：川上登 雑誌･会報：中原洋平  

日時：2025年3月16日(日）12:30～ 

会場：南の森～雪花荘 

【第1638回例会記録(2025年3月第1回）】 

日時：2025年3月3日(月) 12：30～ 

会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

出席率  71名[内免除11名] 中 37名 61.67％ 

米山ＢＯＸ  21,003（累計 219,374円） 
〈3月〉水と衛生月間 

【卓話】「大山蒜山自然学校が行う自然を活用した環境

学習と自然保護活動」一般社団法人大山

蒜山自然学校 理事 森繁賢太 氏           

 

大山蒜山自然学校の自然を活用した環境

学習と自然保護活動について、一般社団

法人大山蒜山自然学校の森繁賢太氏から卓話をいただ

いた。平成25年から活動を開始し、現在まで継続的に

環境保全活動を展開している。主な活動エリアは鳥取

県大山桝水高原周辺と岡山県蒜山高原で、特に大山周

辺での活動が中心。活動内容としては、夏季の川遊び

や冬季の雪遊びなど自然体験型環境学習プログラムの

実施、環境保全のための活動フィールド整備、希少種

の調査などが含まれる。特に注目すべき点として、絶

滅危惧種であるサンショウウオの保護活動や、里山環

境の再生、景観保全活動などが挙げられた。鳥取県の

レッドデータブックで危険度が上位に位置付けられて

いること、池の生態系保全の重要性について言及。森

繁氏は、企業のCSR活動との連携や、地域活性化への

取り組み、観光地としての価値向上を目指した取り組

みについても言及し、持続可能な環境保全体制の構築

を目指していることを強調した。 
 

１.開会点鐘 

２.「ROTARY」斉唱 

３.四つのテスト唱和 

４.来賓及びビジター紹介 

５.会長挨拶 

６.幹事報告 

 A.例会変更のお知らせ               ビジター受付 

  米子RC・・・・・3/21 夜間例会          あり        

  米子東RC・・・3/19 休会             なし                           

  米子中央C・・3/20   休会             なし 

  境港RC・・・・・3/18 休会             なし  

  B.その他    

７.委員会報告 

 A.親睦・出席委員会 

   出席報告・スマイル発表 

 B.その他 

 

 

 

９.閉会点鐘 

 

お 知 ら せ        

 

・3/17(月) 休会(南の森例会振替) 

・3/24(月) 休会 

・3/24(月) 18：00～ 新旧クラブ協議会 

 

８.【卓話】「米子南RC南の森の歴史について」  

             音田猛 会員 

日 時 第 回例会 内 容 場 所 

 3月31日(月)18：30～20：30 

 

  

第1640回 

(3月第3例会) 花見例会 
ブルーラ

イト 

 4月7日(月)12：30～13：30 第1641回 

(4月第1例会) 【卓話】佐々木義敬 会員 
ANACP

ホテル 

今後の米子南RC例会 



 

 

ROTARY 

R-O-T-A-R-Y 

That spells Rotary; 

R-O-T-A-R-Y 

Is known on land and sea; 

From North to South,from East to West; 

He profits most who serves the best; 

R-O-T-A-R-Y 

That spells Rotary. 

R-O-T-A-R-Y 

That spells Rotary; 

R-O-T-A-R-Y 

Is one great family; 

Where friend-ship binds for man’s up-lift. 

Where each one strives his best to give, 

R-O-T-A-R-Y 

That spells Rotary.  


